
(貸渡契約の成立等)
第 1章  絡  則

第4条 貸渡契約は、当社が貸渡料金を受領し、借受人にレンタカーを引き(約款の適用)

渡 したときに成立するものとします。この場合には、予約申込金は食渡料第二条 当社は、この約款の定めるところにより、費渡自動車 (以 下「 レン
全の一部に充当されるものとします。タカー」という。)を 借受人 (運転者を含む。以下同じDに貸し渡すものと
2 当社は、事故、盗難その他当社の責によらない事由により予約された車し、借受人はこれを借り受けるものとします

‐
。

種のレンタカーを貸し渡すことができない場合には、予約と異なる草種の       |なお、この約款に定めのない事項については、法令又は一般の慣習によ

レンタカー (以 下「代香レンタカー」という。)を貸し渡すことができるるものとします。

ものとします。
多 当社は、この約まの島旨、法令及び一般の慎習に反し屯い範囲で特約 lC

3 前項により貸し渡す代替レンタカーの賃渡利金が予約された草笹の貸渡応することがあります。特約した堀合には、その特約が優先するものとし

料金より高くなるときは、予約した車種の貸渡料金によるものとし、予約         
コ

ます。

された草種の貸流料金より蟹 くなるときは、当該代書レンタカーの貸渡科     ア   ｀
第 2章  貸 渡契約

金によるものとします。

(予  約)                                、
                          4 借受人は、第 2項による代誉レンタカーの資渡しの申入れを拒紬し、予

第2条 佑受人は、レンタカーを借りるに当たって、あらかじめ車種、開始                              ‐
為を敢う話すと ができるものとします。

日時、借受場所、借受期間、返愚場所、運転者その他の借受条件を明示 し
(貸渡契約t7D解除)

て予約することができるものとしゃ当社は保有するレンタカーの氣囲内で
第 5条 当社は、借受人が貸渡期間中に次の各号の 1に該当したときは、何

予約に応ずるものとします。     ゝ
らの通知及び催告をすることなく貸渡契約を解除し、直ちにレンタカーの

2 前項の予約は、号」に定める予約申込金を支払って行うものとします。
通遺を請求する争とができるものとしますさこの場合には、当社が前条に3 前項により予約した借受開始時間を 1時間以上経過してもレンタカー貨 より受領 した貸渡料金を返納しないものとします。

渡契約 (以下「貸渡契約」という。)の節常に着手しなかったときは、子 11' この約款 ;τ達反したとき。
約は取り消されたものとみなします。

(2)借受人の賃に帰する事出1`よ り交通事故を起こしたとき。            と1 第 1項の借受条件を変更する場合には、あらかじめ当社の承話を受けな
13, 第 9条各号に該当することとなったとき。                    

イ

ければならないものとします。 2 借受人は、レンタカーが借乗人に写!き 渡される前の眼麓により使用不能     つ 
・ 阜

(貸渡契約の締結)
となった場合には、第22条第 3項による処置を受けたときを除き、貸渡契     ・   ‐・

第 3条 当■は、覚渡しできるレィタカーがない場合又 1よ借受人が第 9条各 約を解簾することがそきるもめとします。
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します。

2 借受人は、前項に該当することとなったときは,そ の旨を当社に連給す

るものとします。

(中途犀約)

第 7条  営受人は、借受期間中であっても,当 社の同意を得て貸渡契約を解

約することができるものとします。この場合には、借受人は、第25条 の中

途解約手数料を支払うものとします。

2 借受人の責に帰する事由によるレンタカーの事故又は故障のため貸渡期

間中に返還 したときld、 貸撹契約を解約したものとします。

3 前項によリレンタカーを題遠したときは、当社は第 4条 lEよ り受額した

貸渡料金を返納しないものとします。

(借受条件の変更 )

第 3条 黛渡契約の成立した後、莱 3条第 2項の借受条件を変更しようとす

るときは、あらかじめ当社の承講を受けなければならないものとします。

2 当社は、前項による借受条件の変更によって資渡業務に支障が生すると

きは、その変更を承諸しないことがあります。

(賃渡契約の締結の拒絶)

第 9条  当社は、借受人が次の各号の 11【該当する場合には、費渡契約の締

結を拒格すること力すできるものとします。

(1)貨 し渡したレンタカーの運転に必要な資格の運転免許証を有していないとき。

(2)酒気を帯びているとき。

13)岸薬、覚せい剤、シンナー等による中毒症状等を呈 しているとき。

(4)予約に際して定yDた 運転者とレンタカー引波時の運転者とが異なるとき。

15' 過去の食渡しについて、賃護料金Ω支 IAい を澪納 してぃるとき。

甲 過去の言渡|におし|て _睾I余各三:こ滑げ今事琴!〔専当す持,為があ

第 3章  貸 渡 自動 車
(開始日時等)

第 10条  当社は、第 3条第 2項て明示された開始日時及び借受場所で、第14
条に定めるレツタカーを貸し遣すものとします。

(貸渡方法寺)                                  !

嘉
Ⅲ3点雲とうと写三ぞご】を二宮E曽二写轡高草蕗死蒲督3:蜃畳:辱       ,
い、レンタカーに整備不良がないこと書を確認 したぅぇで当該 レンタカー

を貸 し渡すものとします。

2 当社は、前項の確認におぃて、レンタカーに整備不良等を発見 した場合     .   
‐

[ては、交換等の処置を講ずるものとします。                   ・   ・ ‐

3 当社は、 レンタカーを引き波 したときは、地方運輸局陸運支局長及び沖

学幹今
「
畜星讐琴専登牙■変

=め
1内容々記載した所定の自動真気渡証を  __

借受人に交付するものとします。

第 4章  貸 渡料 金
(資渡料金)

第12条 当社が受領する第 4条の貸渡料金は、レンタカー貸渡時 Iとおいて地
方運輸局峰連東局長及び沖縄総合事務局陸通事務所長に届け出て実施して

いる料金表によるものとします。

2 当社が受領する貸技料金の額は、基本料金及び貸渡しに付書する付帯料           ・

金の合詞
‐
額とします。                               1

(貸■料金改定に伴う処置)                           1
第13条  前条の貸渡料金を第 2条による予約をした後建改定したときは、前     

・  : '

条第 二項にかかゎらず、予約のときに適用した料金表によるものとします。        ・
ヽ    |                 :
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を費し渡すものとします。

(運行前点検)

第 15条  借受人は、借受期間中、借り受けたレンタカーについて、毎日使用
する前に道路運送車両法第47条 の運行前点検を実施 しなければならないも

のとします。

(借受人の管理責任)

第16条  借受人は、善良な管理者の注意表務をもぅてレンタカーを使用し、
保管するものとします。

2 前項の管理責任は、レンタカーの引渡しを受けたときに始まり,当社に
返還したときに終わるものとします。

(禁止行為)

第17条  措曼人は、レンタカーの借長期間中、次の行為をしてはならないも
_の とします。

(1)当 社の承諸及び道路運送法に基づく許可等を受けることなく、レンタ

カーを自動車趣送事業又はこれに類する目的に使用す ること。

(″)レ ンタカーを転貸 し.又は他に担保の用に供する等当社の所有権を侵
害することとなる一切の行為をすることD

(3' レンタカーの自動車登録番号標又は車両番号標を偽造者しくは変でし、

又はレンタカーを改造若しくは改表する等、その原状を変更すること。

(4)当 柱の承諸を受けることなく【レンタカーを各種テスト若しくは競技

に使用し、又は他車の筆引若しくrd後押しに使用すること。

(5〕 法令又 1と公序良俗に違反してレンタカーを使用すること。

(6)当 社の承諸を受けることなく、レンタカーについて損害保険に加入すること。

(口 助専資学証の学手姦務等)

第18条 常受人はこレ/ウ ヵ―の稽長期間中t舞 11条第むィ環により交付を受

オ黛箱 こと:ど::gr笠とこえとζこItti・
すちものととま・す。     l   i       l

__(3)_当 該寧挨 I〔 Fgt雪 葬二春と赤談又tよ協定をするとき息、あらかじめ当

(賠償責任)

第19条 借受人は、レンタカーを使用して第二者又は当社に損害を与えた場

合には、その損害を賠償する責任を負うものとします。ただし、借受人の

責に帰さない事由による場合を除きます。

第 6章  自動車事故の処置等

(事故処理)

第2tl粂  借受人は、レンタカーの借受期間中tC、 当該レンタカーに孫る事故

が発生したときは、事故の大小にかかわらず法令上の処置をとるとともに、

次 1【 定めるところtとより処理するものとします。

(1, 直ちに事故の状況等を当社に報告すること。

(2)当 該事枚に関し、当社及び当社が契約 している保険会社が必要とする

書類又は証拠となるものを遅滞なく提出すること。

社の承諾を受けること。

(4)レ ンタカーの修理は、今に理由がある場合を除き、当社又は当社の指

定する工場で行うこと。

2 借受人は、前項ICよ るほか自らの責任において事故の解決に努めるもの

とします。

3 当社は、借受人のため当該レンタカーに係る事故の処理について助言を

行うとともIC、 その解決に協力するものとします。

(補  償)

第21条  当■は、レンタカーについて締結された損害保険契約及び当社の定

める補償制度により、借受人が負担した第19条 ゐ損害賠値責任を次の限度

内においててん構するものとします。

(1)対人補盛  1名 破度額iオ′♭∂万円: :
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(3)車両補償  1事故眼度額 時石領
(免責額 マイクロバス 万円 。その他 、F万円)

t4)搭乗者補償 1名限匡額節″万円

2 前項に定める補償脱度額を起える損害については、付受人の負担としま
す 。

3 当社が第 1項の対人補償限度額を超えて借受人の負担すべき損害額を支
払ったときは、借受人は、直ちにその超過額を当社 lC弁 済するものとしま

t。

(故障等の処置等)

第22条  借受人 I主、倍受期間中にレンタカーの異常又は故障を発見したとき

は、直ちに運転を中止し。当社に適格するとともに.当 社の指示に従うも

のとします。

ど 借受人は、レンタカーの異常又は故障が借受人の故意えは過失による場

合には、レンタカーの引取り及び修理に要する費 lBを負担するものとし

ます。

3 借受人は、レンタカーの貸渡し前に存した瑕症により使用不能となった
場合lCは 、当社からの代誉レンタカ

=の
提供又はこれに準ずる処置を受け

ることができるものとします。

4 借受人は、前項,こ定める処置を除き、レンタカーを使用できなかったこ
とにより生する損害について当社に請求できないものとします。

(不可抗力事 Etlに よる免貴)

第23条  芦社は、天災その他の不可抗力の事由により、借受人が借受期間内
にレンタ党―を返遺することができなくなった場合には、これにより生ず

る損害について借受人の責任を問わないものとします。借受人は、この場

|):'

…

ト

ー

ト

ーー、

■

ヨ‥

卜杵
イ

一ド　耳

当社fと 、この場合、直ちFC借受人に連絡するものとします。

第 7章  取消 し、払戻 し等
(予 約の以清し等 )

第24条 借受人は、第 2条の予約をしたにもかかわらず、告受人の都合で予
約を取り消した場合又は貸渡契約を締結 しなかった場合には、別にためる

ところにより予約取清手数料を支払うものとします。この予約取消手数料

の支払いがあったとき、当社は予約申込金を返納するものとします。

そ 当社は、第 2条の予約を受けたにもかかわらず、当社の都合で予約を取
り消した場合又は貸渡契約を締結しなかった場合には、予約中込金を返訥

するほか、別に定めるところlEよ り違約金を支払うものとします。

3 第2条の予約があっ■にもかかわらず、前2項以外の事由により食渡契

約が締結されなかった場合には、予約は取り消されたものとします。 この

_迷 陰 、_翌園述工珀車込金4これするヽつ_と します。 … …  … 十一… !

4 当社及び借受人は、貨渡契約を締結 しなかったことについて、前 ]項に

定める場合を除き、相互lC何 らの請求を しないものとします。

(申途解約手致村 )

第35条 借受人とt第 7条第 1項の中途解約をした場合
`て

は、解約までの期

間に対応すゃ賃渡料金のはか、次の中途解約手数料を支払うものとします。

中途解約手数料=((貸漠梨和期間に対応する基本料金)― (貨渡しから

返還までの期間に対応すると本料金)〕 Xr,%

(貸渡料金の払戻し)

第26条  当社は、次の各号に該当するときは、それぞれ各号に定めるところ
により借受人から受領した賃渡料金の全部又は一部を払い戻すものとします。

t上〕第6条第2項により、告受人が貸技契約を解除したときIま、受領した
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(3)第 7条第 1項 により、借受人が申途解約をしたときは、受領した貸渡

料金から、賃産しから中途解約により返還した期間に対応する貸渡料金

を差し引いた残額

2 前項の払戻しに当たっては、中Jie解約手救科その他受領すべきものがあ
るときは、これと相殺することができるものとします。

第 8章  返  還
(レ ンタカーの確認キ )

第孵条 借受人は、レンタカーを当社に返還するとき、通常の使用による摩

耗を除き、引渡 しを受けたときに確認 した状態で返遣するものとします。

2 当社は、 レンタカーの返還 t〔 当たって、佑受人の立合いのうえ、 レンタ

カーの状態を確認するものとします。

3 搭受人は、レンタカーの返還に当たって、当社の立合いのうえ.レ ンタ
~~力=7「ご営受天更tFFgTC卿 冨がないごとを罹南τて逗重チな∫あと

~

し、当社は、返還後の遺留品について責を負わないものとします。

(レ ンタカーの返還時期等)

第28条 借受人は、レンタカーを借受期硯内に返還するものとします。
2 告受人は、第 8条第 1項により借受期間々延長したときは、変更後の借
受期間:こ対応する賃渡料金又は変更前の貨渡料金と超過料金のうち、ぃず

れか低い方の金額を支払うものとします。

3 誉受人は、第 3条第 1項 による当社の承諸を受けることなく、借受期間
を超過した後に返還したときは、茨に定めるところにより算出した違約料

を支払うものとします。

違約料=超過時間致 X超過料金単価 t静9必

(レ ンタカーの返還壕所等 )

fttaこと|と |:ζ :F彊:[iiΞ:蕪〔暑七::錘と与雲こを猛:
づ

エ  ガ        肇:手奪キ1与 :

1   1          . :■ |( |‐

る回送のための費用を負担するものとします。

3 搭受人は、第 8条第 1項による当社の承諾を受けることな く、第 3条第

2項 により明示 した返還場所以外の場所にレンタカーを返還 したときは、

次に定める返還場所変更違約料を支払うものとします。

垂督盤亀懸
=返還場所の変更によって必要となる回送のための費用

り す,%

(レ ンタカーが返還されない場合の処置 )

第30条  当社は、借受人が貸渡期間満了のときから72時間を経過 しても前条

第 1項の返還場所
`〔

レンタカーの返還をせず、かつ、当社の返還請求に応じない

とき、又は借受人の所在が不明のときは、(社)全国レンタカー協会への乗り送げ

被害報告をするなど法呻手続を含む必要な措置をとることができるものとします。

(信用情報の登録 と利用の合意 )

第31条 借受人は、前条に該当することとなったときは、客観的な貸淡事実

Iて基づく信用情報が、(社 )全国レンタカー協会に 7年を超えない期間登録

されること、並びにその情報が (社)全国レンタカー協会及び加盟各都道

府県レンタカー協会とその会員軍業者に利用されることに同意するものと

します。

‐
  第 9章  雑  則

(消費税)

第32桑 借蔓人は、この約款に基づく全壊債務に誤せられる消費税を別途当
社に対して支払うものとします。

(遅廷損害金)

第33条 借受人は、この杓款に基づく金蟻憤務の履行を怠ったときは、当社
1と 対し年キ .)と、ま必の割合による遅延損害金を支払うものとします。

(契約の細則)                              .
第34条 当社 li、 この約款の実施に当たり、別にPItt則 を定めることができる
ものとします。

.本狛試は、平成  年  月  日
'1体
れします,

lfFI'す
‐i■―|:ⅢⅢⅢⅢⅢI∵

=∵
|::■ |■


